平成２８年度　第1回大阪府スポーツ推進審議会

○日　　時　　　平成２9年１月２6日（木）１５：００～１７：００

○場　　所　　　大阪府庁別館６階　教育委員会議室
○出席状況　　　出席委員　１２名　欠席委員　４名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（事務局）　　教育監、保健体育課長、首席指導主事１名、総括主査２名、主任指導主事１名
　　　　　　　府民文化部　文化・スポーツ課　参事１名、課長補佐1名、
福祉部　自立支援課　主査１名
１　開　　会

・　事務局が開会宣言
２　あいさつ

・　大阪府教育庁を代表して教育監があいさつ
・　大阪府スポーツ推進審議会会長があいさつ

３　委員の人事について
・　事務局から、所属団体における異動に伴い、新たに任命、委嘱したことを報告

・　事務局から、本日の会議が大阪府スポーツ推進審議会運営要領に規定する定足数を充たしていることを報告　　　　　
４　議長選出

・　大阪府スポーツ推進審議会条例第５条第１項により、会長を議長に選出
５　議　　事
（１）協議事項
　①　第２次大阪府スポーツ推進計画の策定について（諮問）

　　・教育監から大阪府スポーツ推進審議会会長へ資料１を読み上げ手渡す。
　②　部会の設置（案）について
・資料２により、事務局が説明
［質疑応答等］なし　
③　平成２9年度体育関係団体に関する補助金（案）について
・資料３により、事務局が説明
　［協議内容の概要］　□・・議長　△・・委員　◆・・事務局
□　大阪府からの国民体育大会派遣費の補助について、交通費は70パーセント程度の補助で、前泊の予
　　算もつかず、あとは個人負担と聞いている。競技力向上対策事業費も他府県に比べかなり少ない。大
阪府からの補助については、競技団体から強い要望がある。競技団体は企業協賛の努力もしている。
競技力の向上については１０年２０年先を考えた金銭的な支援が必要。
△　競技力向上対策事業費の減額の理由は何か。　　
◆　前年度から５％のシーリングがかかったため。
△　2020年の東京オリンピック・パラリンピックに向けて、競技力の向上について全国的に取組みが強化されている中、大阪府は、競技力の向上などスポーツに関する予算を増やすようもっと考えるべき。大阪府スポーツ推進計画のめざす目標には、「スポーツ王国の創造」とある。本審議会が一体となって要望すべき。
◆　委員の意見を踏まえて取り組みたい。
（２）報告事項
　①平成２9年度保健体育課（競技スポーツグループ）、文化・スポーツ課（スポーツ振興グループ）
関係行事予定について
　　②平成２9年度保健体育課（競技スポーツグループ）、文化・スポーツ課（スポーツ振興グループ）
関係予算について
・資料４、資料５により事務局が概要を説明
［協議内容の概要］　□・・議長　△・・委員　◆・・事務局　
△　予算について、競技スポーツグループ、スポーツ振興グループともに、増減の主な理由はなにか。

◆　競技スポーツグループについて、予算額が減っている主な理由は、スポーツ指導・体力向上支援推進費の国事業である「運動部活動指導の工夫・改善支援事業」及び「武道等指導充実・資質向上支援事業」が終了したためで、予算額が増えている主な理由は、門真スポーツセンターのプールスタート台の更新と臨海スポーツセンタースケートリンクの改修を予定しているため。
◆　スポーツ振興グループについて、予算額が増えている主な理由は、ラグビーワールドカップ2019開催に伴う事業費の増額である。大阪府と東大阪市が共催しているため、その開催負担金とラグビーワールドカップ宝くじの販売収益搬出金が含まれている。
　　　□　各施設で大会運営するためには、競技器具を新設していかなければならない。金額もかなり高額にな
る。
　　　△　スポーツ振興グループの予算は、大阪マラソンやラグビーワールドカップのイベントのための開催分
担金が、ほとんどを占めている。スポーツ振興にかける予算と、イベントが決まってからの分担金が、
同じグループで予算立てされることに違和感がある。スポーツ振興とイベントを維持しなければな
らない経費を分離して計画を立てるのが望ましい。　
△　競技スポーツグループの関係予算で示した国民体育大会派遣費の29年度当初予算査定額と、29
年度体育関係団体に対する補助金の当初予算要求の概要で示した国民体育大会派遣費の額が違うが。
どういうことか。
◆　前者は、総額で役員の出張費等も含んでいるが、後者は、旅費のみ。
△　競技力向上対策事業費については、前者と後者の額は一致しているが、同じ内容と考えて良いか。

◆　同じ内容である。
③大阪府スポーツ推進計画の進捗状況について

・資料６により、事務局が概要を説明
［質疑応答等］　□・・議長　△・・委員　◆・・事務局
　　△　成人の週１回以上のスポーツ実施率については、「おおさかＱネット」というインターネット調査の結果ということだが、高齢者にはインターネットを使用されない方が多いことを考えると、実際の実施率は、もう少し低いのではないか。
◆　インターネット調査は、年齢構成、男女比も考慮し、インターネットユーザー１０００名に実施している。60代以上のインターネットユーザーにも実施している。
　◆　成人の週１回以上のスポーツ実施率についての調査は、27年度の40.0％から30.6％に減少した。
27年度と28年度で調査会社が変更されたことにより、値が大きく変動したと思われる。27年度
の東京オリンピック・パラリンピックに関する世論調査によると、成人の週１回以上のスポーツ実施
率については、全国平均が40.4％、近畿は44.4％。前回の24年度は、全国平均が47％。近畿は
51％。どちらも近畿の方が数値が高い。この世論調査は無作為抽出。調査によって数値は異なる。
　　□　成人の週１回以上のスポーツ実施率を大阪府として出す場合、各市町村のデータは把握しているのか。
　　◆　各市町村は10月の体力テスト時に各種アンケートを実施しているようだが、スポーツ実施率のアン
ケートも体力テストを受けに来ている人が対象になるので、広く府民を対象としているとはいえない。
　　□　スポーツ実施率の調査は、市町村も参考になり活用できるような方法を検討いただきたい。
　　□　府内市町村立小学校のうち、体育授業以外で継続的に体力向上の取組みを行う小学校の割合は、経年
的に増加し、27年度で82.1％になっているが、小学校の状況はどうか。
△　「大阪っ子自信持ちや」と言いたい。新体力テストの結果が低いと言われているが、リオオリンピッ
クでのメダリストを見ると大阪は一番。高校時代無名でレギュラーになっていなくても日本代表にな
っている選手がいる。学力テストの結果についても同様のことが言え、大阪は低いと言われているが、
ノーベル賞の受賞者も大阪はトップクラス。このような良い情報も大阪府が発信して子どもに自信を
持たせて欲しい。
△　スポーツについては、二極化している。地域のクラブに入っているものとそうでないものの差は大き
い。不審者情報等があると公園でも遅くまで遊びや運動ができない。

　　
（３）その他

①「平成２8年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査」結果概要について

　・資料７により、事務局が説明

［質疑応答等］　□・・議長　△・・委員　◆・・事務局

△　各中学校では、運動部に入部している生徒の数値は高い。近畿大会、全国大会へ出場する生徒の数値
は特に高い。ただ、まったく運動していない生徒との二極化が気になる。まったく運動していない生
徒が平均点を下げている。体育の授業でこの状況を改善したい思いがあるが、週に３時間の保健体育
の授業で体力づくり、各領域の種目、保健、体育理論等を行わなければならない。体力づくりは授業
だけでは無理。ノークラブデーの制限もあるなか学校行事や放課後の活動をうまく活用しなければな
らない。
△　１５年程前に新体力テスト結果の上位県に見学に行ったことがある。４月から６月までは新体力テス
トの練習をずっとしていた。大阪ではそこまでやっていない。体育館にも反復横跳びのラインが常時
あった。現在、勤務校で新体力テストの種目に必要な動きを徒手体操に組み入れ準備体操を行ってい
る。
△　高校も二極化している。スポーツをやりたい欲求やニーズは高校生に潜在的にある。学校教育全体の
中での機会の提供が大事。府の政策で勤務校のグランドは人工芝になっている。これを府民に還元す
るために、近隣の小学校を招いて新体力テストを実施している。勤務校の教員が小学校の先生に、準
備運動の方法や、何に留意したら記録がのびるかなどのコツを教えている。専門的な知識を高校の教
員が伝えることも大事。
□　小学校の体育の授業に保護者が、怪我をさせるような活動をしていないか参観に来られたという話を
きいた。怪我の防止に留意しながら体力向上の取組みを行うことが大切。以前は和式のトイレでしゃ
がむだけで運動になっていたが、普段の生活では運動が十分期待できない。意識的に運動をさせる必
要がある。　
　△　バトンをやりたい子どもたちに教えているが、学校でのけがが多いと実感している。準備体操の方法も研修等で講習いただければありがたい。
　　　◆　本当に大阪は体力が低いのか。潜在的な能力は、あると思う。28年度から実施した子どもの体力サ
ポート事業では、プロスポーツ団体、体育専門大学、ダンス関係団体が小学校の体育で運動を直接指
導している。関係者からは、子供たちに運動のコツを少し伝えるだけで子どもたちが変わり、運動が
楽しくなってくるという話をよく聞く。保健体育課では、１月から小学校の先生対象の新体力テスト
測定の研修会を行っている。そこでは、ちょっとしたコツを伝えるようにしている。例えば反復横跳
びの場合、体の軸をラインまで完全に移動してラインをまたぐのではなく、体の軸を真ん中に置いた
まま足を外に踏み出しラインに触れるようにするなどを伝えた。府内６か所で行う。先生方は、非常
に意欲的に取り組んでいる。これも体力向上の取組みのきっかけになればと思う。
②子どもの体力づくりサポート事業について

　・資料８により、事務局が説明

［質疑応答等］　□・・議長　△・・委員　◆・・事務局
△　「めちゃスマ体操」や「めちゃＷＡＫＵダンス」については、配付して頂いたＤＶＤを参考に、小学
校で活用いただいている。小学校の先生への研修で感じるのは、先生方が若くなってきて、かなり意
欲的に取り組んでいるということ。先生方は受講生の一員ではあるが、自分が動きたい欲求と生徒を
楽しませたい意欲が同時にある。若手を育てることの大切さを実感した。小学校の初任者研修では特
に28年度は講習がしやすかった。先生方が本当に楽しみに来ている。大阪府が方向性を持って事業
に取り組んだことによる効果を実感した。「めちゃスマ体操」の内容は、まだ改良できる。音楽をかけ
ながら楽しく新体力テストに必要な動きも取り入れながら行うのも良いかもしれない。そうすれば、
新体力テストをもっと身近に感じることができる。

□　今後も拠点校の取組みを広げていただきたい。
　△　ＤＶＤ届いたが踊っているのは誰か。
　△　すべて今宮高校の生徒。
③「三大スポーツ大会」（ラグビーワールドカップ、東京オリンピック・パラリンピック、関西ワールドマスターズゲーム）について

　・資料９により、事務局が説明

［質疑応答等］　□・・議長　△・・委員　◆・・事務局
△　機運醸成のために東京オリンピック・パラリンピック及び東大阪市のラグビーワールドカップのバ
ッジを皆様にもつけていただきたい。
　　
　　④大阪府の障がい者スポーツについて
　　　・資料１０により、事務局が説明

[質疑応答等］　□・・議長　△・・委員　◆・・事務局

□　ボッチャをペタンクと間違えている方もおられる。障がい者スポーツについては、まだまだアナウン
スが必要。
６　その他
　　　□全体を通して、意見等を伺う。
△　レクリエーション関係で活動をしている。大阪府レクリエーション協会として、夏に教員免許更新講
習の一環で、遊びを通して体力を高める研修を行ったが、募集人数がかなり多く、先生方、自ら楽し
んで理解していただいた。今後も、子どもから高齢者、障がいのある方、日頃スポーツを実践してい
ない方に、スポーツのきっかけづくりとして、様々なプログラムを提供していきたい。
△　前回の大阪府スポーツ推進計画の策定に関わった。そこには、大阪スポーツ王国の創造として「スポ
ーツを通じて都市の魅力を創造し発信する大阪を目指す」とあるが、本市の場合も第４次の総合計画
の中で、スポーツや文化を通して本市の魅力を紹介する材料を盛り込んでいる。身近なところでスポ
ーツにいかに取り組んでもらうかが大事。公民館までイスをもって出向き体操を行なったり、少し動
ける方にはウォーキングの指導や小学校のグラウンドでのラジオ体操などを行っている。少しでも外
へ連れ出すことが大切。健康寿命の延伸につながる。寝込まないで長生きすることを目標に活動を続
けている。身近に運動できる機会をつくることが大事。
　　　△　ノークラブデーと体力向上の取組みのジレンマを感じている。日頃から生徒の体調を管理し、強弱を

つけて部活動指導をやっているが、１日休まないといけないところにとまどいを感じる。小中学校か
ら継続的に体力向上に取り組んできた生徒を預かり公立高校としても頑張っている。大阪府には今後
も公民の連携も視野に入れながらご協力いただきたい。
△　小中学校の先生方の指導力の重要性を再認識した。市独自で小中学校の指導者派遣事業を学校のニー
ズに応じて展開した。水泳指導についてスイミングスクールから指導者を派遣したが、非常にわかり
やすかった。先生方にとって大変参考になった。トップアスリートのふれあいなども今後も大阪府の
支援のもと続けてほしい。7月に市のスポーツ振興条例を制定し推進協議会を立ち上げ、再度スポー
ツ振興に取り組むため、基金を設け、高齢者、障がい者、子どもたちに対して、様々な新たな取組みを行っている。今後も大阪府と連携して取り組みたい。
　　　□　スポーツ庁ができたが、予算は各部署別なので思うほどスムーズに動いていない。子どもが運動をす
る際、少年団ではあまり経費が掛からず活動できるが、中学校の部活動では学校によっては個人で持
ちだす経費が多いところがあり、運動をあきらめる子もいると聞く。経済的に一定の層以外の児童は、
運動を継続することも難しい。また、小学校のグラウンドで運動をしようにも登下校時間に制限があ
り、すべての生徒が活動できる場所がない。お金をかけずに、身近に気軽に運動できる場所が必要。
競技力の向上については、大阪は今までの指導の蓄積があり、優秀な選手が育っているが、今後、今
までの予算規模で競技力の向上を目指すのは難しい。

７　閉会

・　事務局が閉会宣言を行う
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